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第６次泉南市総合計画基本構想（案）修正点 

 

№ 頁 修正前 修正後 修正内容 

1 14 

■住み続けたくない理由の上位項目（小中学生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■住み続けたくない理由の上位項目（小中学生） 

 

○回答項目を「治安

が 悪 い か ら 」 →

「落ち着いて住め

ないから」に変更 

 

○「便利なところが

よいから」の小学

生の回答数を「3」

→「0」に修正 

 

※第 1 回審議会後に修正 
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№ 頁 修正前 修正後 修正内容 

２ ６ 

→人口増加ありきではなく、これからの人口規模・人口

構造に応じたまちづくりが必要 

 

→人口減少をできるかぎり緩やかにするとともに、こ

れからの人口規模・人口構造に応じたまちづくりが

必要 

○「人口減少ありき」

というネガティブ

な表現から変更 

※第 2 回審議会後に修正 

３ ９ 

■産業構造（就業者割合） 

 

 

 

 

 

 

 

■産業構造（就業者割合） ○令和２年実績を追

加 

※第 2 回審議会後に修正 

４ 12 

（３）市民ニーズ 

定住意向や、施策に対する満足度、重要性など、

これからのまちづくりの方向など、泉南市民のニー

ズを整理します。 

（３）市民ニーズ 

定住意向や、施策に対する満足度、重要性など、

これからのまちづくりの方向など、泉南市民のニー

ズから見える現状の一面として整理します。 

○アンケート結果が市民

ニーズのすべてではな

いことを追記 

※第 2 回審議会後に修正 

５ 13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○選択肢の表現を

修正 
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№ 頁 修正前 修正後 修正内容 

５ 21 

視点１ みんなでつくり、共に進めるまちづくり 

≪市民協働、公民連携等≫ 

まちづくりは行政のみが担うものではありません。

市民の主体的な参画のもとに地域課題を解決し、地域

をより暮らしやすく、住み続けたいと思えるまちづく

りが必要です。 

視点１ みんなでつくり、共に進めるまちづくり 

≪市民協働、公民連携等≫ 

まちづくりは行政のみが担うものではありませ

ん。市民や企業の主体的な参画のもとに地域課題を

解決し、地域をより暮らしやすく、住み続けたいと

思えるまちづくりが必要です。これまでも多様な市

民活動や民間による開発などにより、いまの泉南市

が形成されてきました。 

○泉南市の特徴とし

て企業や民間の

役割、開発などに

ついて追加 

※第 2 回審議会後に修正 

６ 21 

視点２ 地域資源の力を引き出すまちづくり 

≪人、自然、歴史、文化、産業、観光等≫ 

これまでの泉南市の発展や成長には、関西国際空港やり

んくうタウンの整備、住宅団地の開発などが貢献してきま

した。しかし、これらのほとんどは完成し、人口も増加に

転じることはないものと見込まれます。そのため、これま

での成果を維持・活用しながら、あらためて自らの有形無

形の財産や特徴を見つめなおすことが必要です。 

視点２ 地域資源の力を引き出すまちづくり 

≪人、自然、歴史、文化、産業、観光等≫ 

これまでの泉南市の発展や成長には、関西国際空港

やりんくうタウンの整備、住宅団地の開発などが貢献

してきました。人口が減少に転じている中で、まちの

活力を維持していくためには、これまでの成果を活用

しながら、あらためて自らの有形無形の財産や特徴を

見つめなおし、独自の魅力として磨きあげていくこと

が重要です。 

○「人口も増加に転

じることはない」と

いうネガティブな

表現から変更 

※第 2 回審議会後に修正 

７ 21 

視点３ 新しい時代を見据えたまちづくり 

≪ポストコロナ、DX、SDGs、脱炭素等≫ 

新型コロナウイルス感染症の拡大により、経済活動

や人々の行動・意識・価値観が変容し、テレワークやオ

ンライン授業、電子決済など、生活のあらゆる場面でデ

ジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）が加速するな

ど、先端技術の活用による社会の変革が進んでいます。

また、地球環境への配慮は国際社会共通の責務となっ

ており、泉南市においても、身近な暮らし方から改善を

図っていくことが必要です。 

視点３ 新しい時代を見据えたまちづくり 

≪ポストコロナ、DX、SDGs、脱炭素等≫ 

新型コロナウイルス感染症の拡大により、経済活動

や個人の行動・価値観が変容し、テレワークやオンラ

イン授業など、あらゆる場面でデジタルトランスフォ

ーメーション（ＤＸ）が加速するなど、先端技術の活

用が進んでいます。泉南市においてもこうした機運を

捉え、官民ともに効率的・効果的なまちづくりにつな

げることが必要です。また、地球環境への配慮は国際

社会共通の責務となっており、海・山の自然に恵まれ

た泉南市においても、先人から受け継がれてきた大切

な資源を守り、いかすため、身近な暮らし方から改善

を図っていくことが必要です。 

○デジタル化や脱

炭素について、泉

南市でも活用して

いく姿勢を示す表

現に変更 

○今ある資源を生

かしていく視点を

追加 

※第 2 回審議会後に修正 
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№ 頁 修正前 修正後 修正内容 

８ 22 

これからの泉南市が目指すまちづくりの軸 

人口減少・少子高齢化が進む中で、これからのまちづく

りにおいては、人口増加を目指すことを前提とした取組は

効果的とは言えません。そのため、住んでいる人の幸せを

最大限に高めることを念頭に置き、コンパクトシティ化や

学校再編、公共施設の削減など人口構造に合わせたまちづ

くりや、公民連携や先端技術の活用など、時流に即したま

ちづくりを進めることで、市民の暮らしの満足度が高い、

「住み続けたい」と思えるまちを目指します。 

また、りんくうタウンに位置する泉南りんくう公園

（SENNAN LONG PARK）等、多くの人々が訪れる特性を活

かし、泉南市の魅力を積極的に市内外に発信していくこと

で、持続可能なまちを目指します。 

これからの泉南市が目指すまちづくりの軸 

人口減少・少子高齢化が進む中で、これからのまちづ

くりにおいては、人口増加を目指すことを前提とした取

組は効果的とは言えません。そのため、住んでいる人の

幸せを最大限に高めるとともに、時代に合わせた改革で

次代に引き継ぐことができる強くしなやかなまちづく

りを念頭に置き、コンパクトシティ化や学校再編、公共

施設の削減など人口構造に合わせたまちづくりや、公民

連携や先端技術の活用など、時流に即したまちづくりを

進めることで、市民の暮らしの満足度が高い、「住み続け

たい」と思えるまちを目指します。 

また、関西国際空港のゲートウェイという立地をいか

し、企業誘致や投資を促進するなど経済活動の好循環の

実現を目指すとともに、泉南市の魅力を積極的に市内外

に発信していくことで、持続可能なまちを目指します。 

○新市長の方針に

基づき、追加・修

正 

※第 2 回審議会後に修正 

９ 22  

市民や企業、関係機関、行政などまちづくりの担い手が

共有できるまちづくりの軸と本市が目指すべき 10 年後の

将来像を次の通り設定します。 

（１）まちづくりの軸 

 市民や企業、関係機関、行政などまちづくりの担い手

が共有できるまちづくりの軸と本市が目指すべき 10 年

後の将来像を次の通り設定します。 

○策定委員会意見

により修正 

（将来像の項目中に軸、

人口フレーム、まちの

構造を入れる） 
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№ 頁 修正前 修正後 修正内容 

10 22 （追加） （２）10 年後の将来像 ○策定委員会意見

により修正 

（将来像の項目中に軸、人口フ

レーム、まちの構造と合わせ

て入れる） 

11 23 ３ 人口フレーム 
 まちの活力や規模を表す基本となる人口フレームにつ

いて、次の通り設定します。 

（３）人口フレーム 

 まちの活力や規模を表す基本となる人口フレームに

ついて、次の通り設定します。 

○策定委員会意見

により修正 

（将来像の項目中に軸、

人口フレーム、まちの

構造を入れる） 

12 25 

 

４ まちの構造 
 目指すべき将来像を実現するためのまちの構造のあり

方について、次の通り設定します。 

 

（４）まちの構造 

 目指すべき将来像を実現するためのまちの構造のあ

り方について、次の通り設定します。 

 

○策定委員会意見

により修正 

（将来像の項目中に軸、

人口フレーム、町の構

造を入れる） 

13 

 

27 ５ まちづくりの方向 ３ まちづくりの方向  

まちづくりの分野別の取組の方向となる分野別政策

と、分野別のまちづくりを的確に、より効果的にすすめ

るための全体に関わる総合的政策を位置付けます。 

○策定委員会意見

により修正 

（将来像の項目中に軸、

人口フレーム、町の構

造を入れる） 

14 

 

25 

 

■都市近郊の農地や歴史的資源など地域の資源を保全・活

用しながら、４つの鉄道駅を拠点に公共施設等の都市機

能や居住を誘導するとともに、自然環境と多様な都市機

能が調和した土地利用により、利便性の高いコンパクト

な都市構造を形成します。 

■都市近郊の農地や歴史的資源など地域の資源を保全・

活用しながら、４つの鉄道駅や市役所周辺を核として

公共施設等の適正化を図り、都市機能や居住を誘導す

るとともに、自然環境と多様な都市機能が調和した土

地利用により、利便性の高いコンパクトな都市構造を

形成します。 

〇庁内検討により

修正 
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№ 頁 修正前 修正後 修正内容 

15 

 

26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇庁内検討により

修正 

16 28 施策 12 防犯・交通安全・消費者対策 施策 12 防犯・交通安全・消費者トラブル対策 〇庁内検討により

修正 
 


